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改
正
道
路
交
通
法
が
本
年
６

月
１
日
よ
り
施
行
を
さ
れ
た
が
、

死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。

自
転
車
事
故
の
発
生
件
数
は
、

全
国
で
約
２
万
件
、
１
日
約
300

件
の
事
故
が
起
き
て
い
る
計
算

と
な
る
。
死
亡
事
故
は
全
交
通

事
故
の
中
で
１
割
以
上
を
占
め

て
お
り
、
こ
れ
は
先
進
国
を
中

心
と
す
る
31
カ
国
の
交
通
事
故

統
計
で
は
日
本
が
ト
ッ
プ
で
、

こ
の
状
態
が
長
年
続
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
故
原
因
は
自
転
車

側
の
ル
ー
ル
違
反
が
約
７
割
を

占
め
て
い
る
点
を
踏
ま
え
質
問

す
る
。

⑴　

市
民
へ
の
マ
ナ
ー
の
向

上
、
改
正
道
交
法
の
制
度
周
知

の
現
状
は
。

⑵　
自
転
車
事
故
の
発
生
状
況

を
年
代
別
に
見
る
と
、
20
歳
未

満
が
全
体
の
３
割
を
超
す
状
況

で
あ
る
。

　
教
育
現
場
で
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

⑶　
自
転
車
事
故
で
は
、
自
転

車
側
に
過
失
が
問
わ
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
保
険
へ
の

加
入
も
促
進
す
べ
き
で
は
。

⑷　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

は
、
交
通
環
境
、
道
路
整
備
も

不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
市
街
地

で
は
、
鉄
道
の
踏
切
と
交
差
す

る
幹
線
道
路
は
限
ら
れ
る
た
め
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
交
通
が
集
中

す
る
。
そ
の
中
で
も
市
道
鯏
浦

中
地
線
は
両
側
に
電
柱
が
あ
り
、

交
通
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
拡
幅
に
お
け
る
一
つ
の

案
と
し
て
、
国
は
防
災
や
環
境

改
善
の
手
段
と
し
て
電
線
な
ど

の
埋
設
、
無
電
柱
化
を
進
め
て

い
る
が
、市
の
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　

危
機
管
理
課
長

⑴　

啓
発
活
動
や
交
通
安
全
講

話
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
広
報
を
活
用
し
啓
発

を
行
っ
て
い
く
。

　
　

教
育
部
長

⑵　

各
学
校
に
は
指
導
の
徹
底

を
行
っ
て
い
く
。

　

現
在
、
小
中
学
校
で
は
蟹
江

警
察
と
連
携
し
、
安
全
教
室
や

体
育
館
で
の
自
転
車
乗
り
方
実

施
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

後
も
、
子
供
た
ち
が
学
ん
で
い

け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　
　

危
機
管
理
課
長

⑶　

交
通
安
全
教
室
な
ど
の
際

に
、
事
故
の
損
害
賠
償
に
つ
い

て
説
明
や
、
自
転
車
保
険
の
必

要
性
な
ど
積
極
的
に
案
内
に
努

め
て
い
く
。

　
　

市
長

⑷　

本
市
の
モ
デ
ル
地
区
に
な

ら
な
い
か
考
え
て
い
る
。

　

課
題
も
多
い
が
、
無
電
柱
化

も
考
慮
し
、
関
係
機
関
に
打
診

し
、
い
い
方
向
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
研
究
し
た
い
。

　
国
は
31
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
政
策
目
標
や
具
体
的
な
施
策

の
ま
と
め
を
、
都
道
府
県
、
市

区
町
村
に
本
年
度
中
の
策
定
を

求
め
て
い
る
。

　
地
方
は
こ
れ
ま
で
も
、
少
子

化
対
策
、
企
業
誘
致
な
ど
、
経

済
・
産
業
の
安
定
と
拡
充
、
社

会
福
祉
の
充
実
な
ど
、
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
厳
し
く

評
価
し
、
改
め
て
相
当
具
体
的

な
施
策
の
実
行
が
必
要
と
な
る
。

　
本
市
の
場
合
、
人
口
減
少
に

歯
ど
め
を
か
け
る
と
同
時
に
、

地
域
に
よ
る
人
口
構
成
比
の
バ

ラ
ン
ス
格
差
の
解
消
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

目
標
は
か
な
り
高
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
を
教
訓
に
、
ど
の
よ

う
に
認
識
を
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
基

本
的
な
方
向
性
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

秘
書
企
画
課
長

　

人
口
減
少
問
題
は
２
つ
の
方

向
性
を
考
え
進
め
て
い
る
。

　

１
つ
は
、
出
生
率
を
向
上
さ

せ
、
人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か

け
、
将
来
的
に
調
和
的
な
人
口

構
造
を
目
指
す
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
転
出
抑
制
と
転
入
の
増

加
に
よ
り
人
口
規
模
の
安
定
と

確
保
を
図
る
こ
と
。
こ
の
２
つ

を
同
時
並
行
的
か
つ
相
乗
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　

ま
た
一
方
で
、
当
面
は
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
を
前
提
と
し
た

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
社
会
基

盤
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
視

点
を
持
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
　

市
長

　

基
本
的
な
姿
勢
は
、
第
１
次

総
合
計
画
と
交
わ
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
現
在
は
産
・
官
・
学
・
金
・

労
の
識
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ

る
総
合
戦
略
策
定
推
進
会
議

で
、
人
口
、
財
政
、
環
境
な
ど

を
踏
ま
え
た
総
合
計
画
と
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
結
び
付
け
て

い
く
か
、
市
の
現
状
と
課
題
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問

啓
発
に
努
め
る
と
同
時
に

整
備
の
研
究
を
し
た
い

答答答答弥
富
市
の
地
方
創
生
、

弥
富
市
の
地
方
創
生
、

総
合
戦
略
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

総
合
戦
略
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

具
体
的
な
戦
略
を

具
体
的
な
戦
略
を

問総
合
戦
略
策
定
推
進

会
議
で
検
討
し
て
い
く

答

答

堀
岡 

敏
喜

公
明
党

議
員

自
転
車
事
故
防
止
に
更
な
る
啓
発
と

自
転
車
事
故
防
止
に
更
な
る
啓
発
と

環
境
整
備
に
取
り
組
め
！

環
境
整
備
に
取
り
組
め
！


